
（1）公⑯西の彿

認闘躍710
発行所　福岡県道質郡遠賀町役場　　編集　庶務課庶務係　　印　刷　冷隼田印刷合資会社

婚滝 ����ふ蕊＼i諒‥、ふ �∴一言∴　∴∴∴∴ ヾ � � �� 

∴∴ �予選、ii ���∴定　　言∴：∴∴二二∴∴ ��∴∴∴∴∴一　∴∴∵∴ 懸、ミ 　猫一∴∵書　一∴ 

犠濃懸ノ＼懸＄、溺闘醜聞怨念選騒 ∴∴二王∴∴ 　　　　∴∴ 

：昌 � � �．　　∴∴「∴∴　　∴∴ 

十㌧ �∴÷∴∴∴ �、番、＼欝騒ぎ撃／＼騒、蕊∴藤 ∴∴∴∵ 

〈＼∞バ／、 �∴ 態 � ��∴∴∴∴∴∴∴∴∴∴「∴∴「　　∴∴十一†：「∴ 

∴∴；∴∴∴ �� ��∴；∴子∴∵∴∴　∴十∴ 　　　　　　＼ミニ＼、潔 �����　　　　　‾、準／霊 ∴　　　∴∴二一 

～ �∴∴」∴∴∴　　「「∴∴ ���　∴・∴ ∴∴∵∴　　　一∴言　　∴二． 

綴潔、 ＿：∴千 十∴ 　∴∴ 　来、（、〈 �� ��∴：∴ 　ヽ「 ∴∴ ��∴∴ ＼＄ 

一・ �∴高一，。．、　∴「∴∴十と∴∴ ����∴　∴“∴∴　　　り ／、＼洋三 ∴∴ ∴「 恋素志 ��∴ ��ち澄　雄／／粛醗 ��．駿 �題 �∴：∴∴l 

。易練筒音。聴聞．格　　　　※＼　襲講　総 

＊　7　月　の　税　金　＊

固定資産税（第2期）　納期限　7月26日（月）まで

この社会　　あなたの税が　　生きている



第294号　　　　　　　　　　　　　　　塵⑱西の彿（2）

洗車は控えよう轟ふろの水も湖を名義
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ムろ　　　　そうじ ⑤水を使ったあとIま、じゃロを　⑤お風呂の残り水は、掃除や洗　⑤串はバケツに水を汲んで洗い 

きっちりとしめましょう。　　　たくに使いましょう。　　　　　　ましょう 

白　い　粉、　断　わ　る　勇　気　が　身　を　守　る

今
後
の
降
雨
状
況
次
寮
で
は

給

水

制

限

も

…

異
常
気
象
が
続
き
、
6
月
の
降
雨
量
は
、
平
年
に
比
べ
極
端
に
少
な
く
、
遠
賀
町
の

敢
水
源
で
あ
る
遠
賀
川
と
浮
洲
池
も
異
常
に
渇
水
し
、
取
水
の
状
況
は
日
に
日
に
悪
化

し
て
い
ま
す
。

今
後
の
降
雨
状
況
次
第
で
は
、
給
水
制
限
と
い
う
最
悪
の
事
態
に
至
る
こ
と
も
じ
ゆ

う
ぶ
ん
予
測
さ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
水
道
局
で
は
、
給
水
の
万
全
と
水
質
の
管
理
に

一
生
懸
命
努
力
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
本
年
は
今
ま
で
に
な
い
き
び
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
さ
ら
に
取

水
状
態
が
困
難
に
な
っ
た
場
合
は
、
広
報
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

今
の
状
態
を
乗
り
切
る
た
め
に
は
、
み
な
さ
ん
に
節
水
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、
最

も
有
効
な
方
法
で
す
。
昭
和
5
3
年
の
福
岡
市
で
の
水
き
き
ん
を
思
い
お
こ
し
、
各
家
庭

が
一
滴
の
水
も
無
駄
に
し
な
い
よ
う
心
が
げ
、
節
水
を
徹
底
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

節
水
の
方
法
を
い
く
つ
か
あ
げ
て
み
ま
し
た
の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
ね
が

い
し
ま
す
。

○
　
洗
た
く
は
ま
と
め
て
洗
い
、
流
し
放
し
の
す
す
ぎ
は
や
め
、
洗
車
、
散
水
、
植
木

等
に
も
風
呂
の
残
り
水
を
利
属
し
ま
し
ょ
う
。

○
　
噛
み
が
き
、
洗
面
、
手
洗
な
ど
の
と
き
は
、
水
を
出
し
放
し
に
し
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
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H
上
告
旺
経
理
昨
日
計
①

い
ま
、
日
本
は
世
界
に
例
を
み
な
い

ス
ピ
ー
ド
で
高
齢
化
時
代
に
突
入
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
急
速
な

人
口
の
老
齢
化
の
な
か
で
、
老
後
の
生

活
を
守
る
年
金
の
将
来
は
大
丈
夫
か
と

の
声
も
聞
か
れ
ま
す
。
公
的
年
金
制
腺

は
、
社
会
保
障
制
度
の
一
環
で
す
か
ら

制
度
自
体
の
崩
壊
は
許
さ
れ
ま
せ
ん

し
、
そ
の
健
全
な
運
営
は
、
国
と
し
て

も
大
き
な
責
務
で
す
。
今
後
と
も
、
将

来
の
展
望
を
ふ
ま
え
て
国
民
の
皆
さ
ん

の
合
憲
と
理
解
を
得
な
が
ら
、
制
度
育

成
の
た
め
の
国
家
的
努
力
が
た
ゆ
み
な

く
続
け
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

高
齢
化
時
代
に
ふ
さ

わ
し
い
年
金
制
度
を

い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
公
的

年
金
制
鹿
は
、
相
撲
共
済
、
共
同
通
辞

の
理
念
に
た
っ
た
世
代
間
の
助
け
合
い

の
制
度
で
す
。
そ
こ
で
、
年
金
の
給
付

水
準
は
、
老
後
の
生
活
基
盤
を
支
え
る

に
足
る
だ
け
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
同
時
に
、
ま
た
、
制
度
を
支
え

る
碧
い
世
代
の
負
担
能
力
を
バ
ラ
ン
ス

が
と
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
す
で
に
厚
生
省
で
も
、
各
審
議
会

や
関
係
団
体
の
答
申
や
提
言
を
踏
ま
え

て
、
再
来
年
に
予
定
さ
れ
て
い
る
財
政

蒋
計
算
期
に
あ
わ
せ
、
高
齢
化
時
代
に

ふ
さ
わ
し
い
年
金
づ
く
り
の
た
め
の
作

業
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の

坐
活
を
守
る
大
切
な
制
度
で
す
か
ら
、

国
民
の
一
人
一
人
が
年
金
に
つ
い
て
の

理
解
を
深
め
カ
を
合
わ
せ
て
制
度
の
餌

食
育
成
に
努
め
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か。
i
I
4
ペ
ー
ジ
の
「
暮
ら
し
の
行
政

相
談
」
に
も
国
民
年
金
に
つ
い
て

掲
減
し
て
い
ま
す
。
）
－

弁
護
士
に
ご
相
談
は
あ
り
ま
せ
ん
か

－
－
心
配
ご
と
相
談
に
弁
龍
士
が
応
対
1

弁
護
士
岩
晰
光
太
郎
先
生
が
　
▽
日
∴
時
∴
欄
和
5
7
年
7
月
鑓
日
（
金
）

相
談
に
応
じ
ま
す
。
ど
ん
な
小

1
3
時
～
1
6
時
ま
で

さ
は
こ
と
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん

相
談
さ
れ
た
こ
と
は
秘
密
で
相
　
▽
場
　
所
　
公
民
館
別
館

談
科
は
無
料
で
す
。
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市町村振興
劃81日全日自治宝くじ

サマージャンボ宝くじ

1等・前後賞合わせて

4，000万円
予約受付は7月15日㈱から

鴬　せ　い　剤、絶　や　せ　町　か　ら　家　庭　か　ら

〇
一
奪
一
－
一
千
万
円
が
1
3
0
本

o
前
後
賞
各
五
百
万
円

o
特
別
費
外
車
3
3
0
0
m
が
1
3
台

。
お
引
き
換
え
の
時
、
俣
笛
に
便
利
な

「
宝
く
じ
ド
リ
ー
ム
ケ
ー
ス
」
1
0
枚

以
上
お
買
い
求
め
の
方
5
0
0
万
名

技
に
限
り
進
呈
。

国
立
婦
人
教
育
会
館

五
周
年
記
念
論
文
募
集

▽
主
　
題
　
婦
人
教
育
の
充
実
を
め
ざ

し
て
　
－
　
学
習
と
実
践
の
輪
を
　
ー

▽
原
　
稲
　
仰
字
諸
原
翻
用
紙
2
0
～
5
0

枚
で
未
発
表
に
限
る

▽
対
　
象
　
婦
人
教
育
に
関
心
の
あ
る

個
人
・
グ
ル
ー
プ

▽
締
切
日
　
昭
和
5
7
年
8
月
3
1
円

▽
送
付
先
　
国
立
婦
人
教
育
会
館
譲
葉

課
　
埼
玉
県
比
企
郡
嵐
山

町
菅
谷
7
2
8
番
地

▽
聞
合
光
　
遠
賀
町
教
育
委
員
会
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覚せい剤、うって泣くより、うたない勇気

「
　
I
l
言
上

地

蔵

庵

の

由

来

明
る
い
月
の
夜
で
し
た
。
こ
の
昼
の
よ
う
な
月
の
光
の

中
で
、
草
む
ら
に
は
虫
の
鳴
く
声
が
聞
こ
え
る
静
か
な

夜
。
松
の
木
に
一
光
と
い
う
老
人
が
住
ん
で
い
ま
し
た
。

皆
、
京
に
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
大
分
永
く
故
郷

を
は
な
れ
て
い
る
の
で
、
思
い
立
っ
て
帰
郷
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

旅
の
支
度
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
知
り
合
い
の
お
坊

さ
ん
で
筑
前
に
帰
る
と
い
う
人
が
訪
れ
て
来
ま
し
た
。

「
あ
な
た
も
九
州
へ
お
帰
り
で
す
か
、
幸
い
に
好
い
道

連
れ
で
す
か
ら
一
緒
に
お
願
い
し
ま
す
」

「
わ
た
し
も
一
人
旅
の
さ
び
し
さ
か
ら
救
わ
れ
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
頼
み
し
ま
す
」

二
人
は
は
る
ば
る
長
い
旅
を
つ
づ
け
た
末
に
や
っ
と
の

思
い
で
松
の
本
に
帰
り
つ
き
ま
し
た
。

「
旅
中
は
い
ろ
い
ろ
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
ぜ

ひ
し
ば
ら
く
私
の
家
で
落
ち
つ
い
て
、
旅
の
疲
れ
を
休
め

て
下
さ
い
」

（
版
画
　
片
山
正
信
）

え
ま
し
た
が
、
ど
う
し
て
も
そ
れ
を
お
坊
さ
ん
は
聞
い
て
く
れ
ま
せ
ん
。

そ
し
て
こ
れ
で
お
別
れ
す
る
こ
と
は
心
の
こ
り
で
あ
る
が
、
こ
の
仏
様
を
残
す
の

で、
「
村
の
申
ほ
ど
の
小
高
い
丘
の
三
本
の
松
が
あ
る
と
こ
ろ
に
お
ま
つ
り
し
て
く
だ
さ
い
。
」

と
言
い
残
し
て
お
坊
さ
ん
の
姿
は
消
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
夢
も
さ
め
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
一
光
老
人
は
ど
う
も
気
に
か
か
る
の
で
、
朝

早
く
（
昔
の
言
葉
で
鶏
鳴
の
頃
）
起
き
出
で
て
三
本
松
の
あ
る
丘
に
行
っ
て
見
る
と
、
松

の
根
元
に
き
ら
き
ら
と
光
る
仏
像
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

光
で
あ
た
り
一
稗
が
、
折
か
ら
東
の
方
に
昇
り
は
じ
め
た

朝
日
の
光
り
と
共
に
明
る
く
照
り
か
が
や
い
て
い
ま
し

た。

こ
れ
が
延
命
地
蔵
さ
ま
だ
っ
た
の
で
す
。
一
光
老
人
は

霊
夢
に
感
激
し
て
、
そ
の
場
所
に
お
堂
を
建
て
て
、
そ
の

仏
像
を
安
置
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
し
て
永
ら
く
松

の
木
の
守
り
と
し
て
、
村
を
守
る
人
々
の
お
参
り
か
つ
づ

き
ま
し
た
。

そ
の
後
何
度
か
改
築
さ
れ
ま
し
た
が
、
貞
革
四
年
と
言

い
ま
す
と
、
今
か
ら
三
百
年
近
い
昔
の
こ
と
、
黒
田
の
殿

様
が
こ
の
あ
た
り
に
鴨
猟
に
来
て
、
こ
こ
で
休
ま
れ
ま
し

た
、
ひ
ど
く
荒
れ
た
お
堂
を
改
築
さ
れ
だ
と
言
い
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

延
命
地
蔵
庵
の
縁
起
で
も
あ
り
、
松
の
根
元
に
仏
様
が

安
置
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
と
、
松
の
木
〇
九
）
と
い

と
一
光
老
人
は
お
坊
さ
ん
に
申
し
て
、
こ
の
静
か
な
村
に
足
を
止
め
て
も
ら
お
う
と
考

う
地
名
と
何
か
関
連
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
え
る
い
い
っ
だ
え
で
す
。

（
間
谷
　
　
南
）
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町　ぐる　み、追い出せ、締め出せ、覚せい剤

芦
屋
町
花
火
大
会

▽
と
き
　
昭
和
紳
年
7
月
2
4
日
（
土
）

当
日
、
芦
屋
町
内
で
は
夕
方
か
ら
交

通
規
制
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
注
意
し

て
下
さ
い
。

第
9
回
町
内

少
年
剣
道
大
会
開
催

遠
賀
町
剣
道
連
盟
少
年
剣
道
教
室
で

は
子
供
達
の
心
身
共
に
健
全
な
育
成
を

目
指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
が
、
今
年

度
町
内
在
住
の
小
学
生
・
中
学
生
の
学

年
別
個
人
戦
の
大
会
を
開
催
し
ま
す
の

で
多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
ま
す
。

▽
日
　
時
　
昭
和
紡
年
8
月
1
日
（
日
）

▽
会
　
場
　
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

▽
試
合
開
始
時
間
　
1
3
時
か
ら

（
参
加
者
は
8
時
ま
で
に
集
合
）

▽
申
込
先
　
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

▽
締
切
日
　
7
月
約
日
（
火
）

▽
参
加
費
　
五
百
円

ゴ
ム
ボ
ー
ト
で
遊
ぼ
う

籍
1
4
回
子
供
ゴ
ム
ボ
ー
ト

大
会
の
開
催

毎
年
一
回
、
芦
屋
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
鍔

で
ゴ
ム
ボ
ー
ト
大
会
が
開
か
れ
て
い
ま

す。
こ
れ
は
、
子
供
達
が
気
軽
に
楽
し
く

水
に
親
し
み
、
ま
た
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
m
ン
活
動
の
振
興
に
役
立
て

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
解
し
で
す
。

▽
日
　
時
　
昭
和
5
7
年
7
月
独
自
（
土
）

9
時
～
1
2
時

▽
場
　
所
　
芦
屋
ポ
ー
ト
レ
ー
ス
場

▽
対
象
者
　
小
学
生
（
保
艶
者
同
伴
の

こ
と
）
先
着
恥
名

∇
受
　
付
　
当
日
8
時
5
0
分
～
Ⅱ
時
0
0

分

▽
そ
の
他
　
雨
天
・
荒
天
の
場
合
は
順

延

▽
聞
合
先
　
芦
屋
町
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
場

舘

（

2

2

3

）

0

5

8

1

舘
3
回
遠
賀
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
旗
争
奪

少
年
剣
道
大
会
結
果

6
月
紳
日
、
水
巻
町
主
催
で
郡
内
、

中
間
市
の
少
年
剣
道
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
が
、
遠
賀
町
の
剣
道
教
室
生
も

出
場
し
ま
し
た
。
成
績
は
次
の
と
お
り

です。
0
団
体
戦
（
中
学
生
の
郵
）

第
三
位
∴
遷
貰
A

（
大
橋
、
堀
口
、
金
子
、
石
橋
、
割

田）
○
個
人
戦
（
中
学
生
女
子
の
部
）

優
∴
騰
　
金
子
美
智
子

第
1
回
卓
球
大
会
結
果

6
月
2
7
日
、
広
渡
小
学
校
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
　
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。
（
各
部
優
勝
者
の
み
）

雪
引
っ
掴
細
評

松
ノ
本
の
柴
田
タ
キ
さ
ん
宅
の
樹
齢
5
0

年
と
い
う
3
m
以
上
も
あ
る
う
ち
わ
サ
ボ

テ
ン
に
、
今
年
も
写
真
の
よ
う
に
た
く
さ

ん
の
花
が
咲
い
て
い
ま
す
。

〇
一
殺
男
子
の
部

〇
一
殺
女
子
の
部

○
初
心
者
の
部

○
マ
マ
さ
ん
の
部

○
小
学
生
A
の
郊

○
小
学
生
B
の
郎

○
小
学
生
C
の
部

ま
で
男
子
）

○
男
子
ダ
ブ
ル
ス

○
女
子
ダ
ブ
ル
ス

油
田
善
明

献
本
幸
子

松
本
惟
直

小
林
満
江

（
5
・
6
年
男
子
）

椎
田
　
博

（
6
年
女
子
）

韓
国
美
由
紀

（
5
年
女
子
・
4
年

麻
生
味
岐

接
尾
修
身

梶
原
伸
一

萩
本
幸
子

野
口
久
美
子

身
体
障
害
者
の

み
な
さ
ん
へ

福
岡
県
身
体
陸
曹
香
箱
婚
相
談
所
で

は
、
本
年
度
第
1
回
「
申
込
者
の
つ
ど

い
」
　
（
集
団
見
合
）
を
次
の
よ
う
に
実

施
し
ま
す
。

結
婚
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
遠
質
町

身
体
障
害
者
会
会
長
矢
野
速
難
民
宅
㊨

（
2
9
3
）
0
2
5
5
ま
た
は
、
身
体

障
害
者
相
談
員
豊
福
曹
一
氏
宅
　
㊨

（
2
9
3
）
0
3
8
0
に
申
込
密
が
あ

り
ま
す
の
で
連
絡
下
さ
い
。

▽
日
　
時
　
昭
和
5
7
年
8
月
2
2
日
（
日
）

1
0
時
0
0
分
か
ら

▽
場
　
所
　
福
岡
県
社
会
福
祉
セ
ン
タ

ー
　
福
岡
市
中
央
区
六
本

松
1
丁
目
2
の
2
2

▽
参
加
費
　
不
要

▽
申
込
み
に
用
憩
す
る
も
の

○
申
込
菖
　
○
住
民
票
一
過
（
再
婚

者
は
戸
籍
謄
本
一
週
）
　
○
印
鑑

○
写
爽
2
枚

▽
申
込
期
限
　
8
月
1
0
日
ま
で
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一匹は殺したが・・・。ゴキ

ブリ退治はo一掃作戦①で

運鯖i川ル・バークスB

覚せい剤、うつな、うたすな、皆の　目

電
気
の
〝
大
食
漢
〝

ク
　
ー
　
ラ
　
ー

ー
　
冷
房
温
度
は
紬
虞
を

目
安
に
節
節
し
よ
う
　
ー

夏
－
　
器
具
別
に
見
た
砥
気
の
，
大

食
漢
〟
は
、
何
と
い
っ
て
も
ク
ー
ラ
ー

で
、
箇
力
消
費
量
全
体
の
三
分
の
一
を

占
め
て
い
ま
す
。

い
ま
一
度
、
効
率
の
よ
い
ク
ー
ラ
ー

の
使
い
方
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

○
放
熱
部
は
、
北
側
の
風
通
し
の
よ
い

と
こ
ろ
に
取
り
付
け
ろ
。
西
側
や
南

側
に
お
く
と
き
は
、
日
よ
け
を
つ
け

る。
○
室
内
へ
の
日
差
し
を
し
ゃ
断
す
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
ブ
ラ
イ
ン
ド
や
カ

ー
テ
ン
が
効
果
的
。

○
冷
え
す
ぎ
は
、
健
康
に
よ
く
な
い
ば

か
り
か
、
能
力
の
無
駄
遣
い
で
す
。

少
女
・
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
開
催

▽
主
　
髄
　
町
教
育
委
員
会
・
町
体
育
　
▽
会
　
場
　
遠
賀
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ

協
会

▽
主
　
管
　
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
　
　
▽
対
象
者
　
小
学
校
4
・
5
・
6
年
生

▽
期
　
日
　
昭
和
5
7
年
1
月
2
5
日
（
日
）
　
　
　
　
　
　
及
び
マ
マ
さ
ん

9
時
5
0
分
受
付
・
1
0
時
関
　
▽
申
込
先
　
7
月
2
0
日
（
火
）
ま
で
に

始
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

※
各
自
、
弁
当
持
参
の
こ
と
。

ゴ
キ
ブ
リ
駆
除
楽
を
配
布
中
で
す

食
中
誌
の
季
節
で
す
。
ほ
い
菌
の
運
　
　
役
場
か
ら
、
．
コ
ネ
プ
リ
の
薬
を
、
区

び
屋
、
ゴ
キ
ブ
リ
を
退
治
し
ま
し
ょ
　
良
を
通
じ
て
各
家
庭
に
配
布
し
て
い
ま

う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
の
で
お
使
い
下
さ
い
。

認
度
を
目
安
に
温
度
調
節
を
す
る
。

温
度
が
低
け
れ
ば
「
送
風
」
だ
け
で

も
快
適
で
、
短
刀
消
費
も
少
な
く
て

す
み
ま
す
。

○
エ
ア
・
フ
ィ
ル
タ
ー
に
ゴ
ミ
や
ホ
コ

リ
が
つ
く
と
、
そ
れ
だ
け
地
気
を
多

く
使
い
ま
す
。
水
洗
い
を
す
る
な
ど

定
期
的
な
そ
う
じ
を
お
忘
れ
な
く
。

盆
踊
り
民
謡
講
習
会

恒
例
の
盆
踊
離
習
会
を
次
の
と
お
り

開
催
い
た
し
ま
す
の
で
町
民
の
皆
様
の

多
数
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
日
時
　
昭
和
5
7
年
7
月
2
0
日
（
火
）

1
3
時
0
0
分

▽
会
場
∴
選
積
動
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

▽
曲
目
　
の
九
州
小
唄

㈲
上
州
片
品
追
分

の
鹿
児
島
ハ
ン
ヤ
節

の
あ
ほ
だ
ち
サ
ン
バ

遠
賀
・
中
間
少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
の

発
会
及
び
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
募
集

遠
賀
郡
や
中
間
市
地
域
に
基
盤
を
も

つ
、
少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
組
織
が
な
く

何
か
と
不
便
で
あ
る
と
い
う
声
が
北
九

州
方
面
の
各
惑
大
会
に
参
加
す
る
地
元

チ
ー
ム
の
脚
か
ら
出
さ
れ
、
ま
た
今
後

遠
賀
・
中
間
地
域
の
少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
の
振
興
と
、
苗
少
年
の
健
全
育
成
の

場
と
し
て
、
本
協
会
の
結
成
が
強
く
求

め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
5
月
3
1
日
待

望
の
遠
賀
・
中
間
少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

散
会
（
会
長
　
三
原
朝
彰
）
が
発
会
し

ま
し
た
。

ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
の
結
成
と
大
会
参
加

及
び
本
協
会
加
入
を
、
お
願
い
し
ま

す。▽
申
込
先
　
大
会
郵
務
局
　
大
山
孝
利

㊥

（

2

9

3

）

4

6

2

5

本
年
度
予
定
行
事

行

車

名

一

実

　

施

　

日

発

会

記

念

大

会

の

結

果

「一ノ

6
月
2
7
日
（
日
）
遠
賀
・
中
間
少
年

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
発
会
記
念
大
会
が

開
催
さ
れ
、
多
数
の
応
援
の
中
で
、
発

会
記
念
に
ふ
さ
わ
し
い
、
熱
気
あ
ふ
れ

る
大
会
と
な
り
、
A
パ
ー
ト
（
小
学
校

イ
ー
グ
ル
ス
A

松
ノ
本
ブ
ル
ー
・

新
町
A

ハ
リ
ケ
ー
ン

中
間

イ
ー
グ
ル
ス
A

硲
ノ
本
ブ
ル
ー
・

シ
ャ
ー
ク
ス
A

遠
賀
リ
ト
ル
・

ハ
リ
ケ
ー
ン

中
間

新
町
A

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
A

東
和
苑

6
年
以
下
）
B
パ
ー
ト
（
小
学
校
5
年

以
下
）
と
も
速
質
リ
ト
ル
シ
ヤ
ー
ク
ス

（
監
督
　
森
和
博
）
が
優
勝
し
、
大
優

勝
旗
を
手
中
に
し
ま
し
た
。

靴
正
雄
i
B
．

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
B

東
和
亮

新
町
B

シ
ャ
ー
ク
ス
B

述
誕
リ
ト
ル
・

イ
ー
グ
ル
ス
B

松
ノ
本
ブ
ル
ー
・
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鰯閏圏閏閏圃酸

覚せい剤、う　つな、う　たすな変の輪で

夏
休
み
・
・
…
・
海
や
プ
ー
ル
は
チ
ビ
ッ

子
た
ち
で
い
っ
ぱ
い
。
水
し
ぶ
き
の
中

で
、
ど
の
顕
も
輝
い
て
生
き
塞
き
し
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
半
面
、
毎
年
ち
ょ
っ

と
し
た
不
注
意
か
ら
、
思
い
が
け
な
い

悲
し
い
郵
政
が
相
次
ぎ
、
先
月
2
4
日
、

岡
垣
町
の
内
浦
小
学
校
の
5
年
男
子
児

童
が
体
育
の
授
業
中
に
溺
れ
、
死
亡
す

る
と
い
う
郵
政
が
あ
っ
た
ば
か
り
で

す
。
昨
年
夏
（
6
～
8
月
）
に
、
海
や

用
、
湖
沼
な
ど
で
水
の
犠
牲
と
な
っ
た

子
供
（
中
学
生
以
下
）
は
四
百
十
人
を

数
え
、
同
じ
期
間
中
の
交
通
部
故
に
よ

る
死
者
二
百
七
十
一
人
を
は
る
か
に
上

回
っ
て
い
ま
す
。

水
を
こ
と
さ
ら
怖
が
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
か
と
い
っ
て
、
甘
く
み
る

と
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
こ
と
に
な
り

ま
す
。
子
供
の
水
の
郵
政
か
ら
守
る
た

め
に
、
涯
や
プ
ー
ル
な
ど
で
泳
ぐ
場
合

は
、
十
分
注
慈
し
ま
し
ょ
う
。

（
1
0
ペ
ー
ジ
の
人
工
呼
吸
も
ご
覧
下
さ

い。）

水
着
は
、
で
き
る
だ
け
競
泳
用
の
も

の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。
射
貫
・
デ
ザ
イ

ン
な
ど
す
べ
て
泳
ぐ
目
的
の
た
め
に
つ

く
ら
れ
て
い
ま
す
か
ら
安
心
で
す
。

泳
ぐ
前
に
は
、
少
な
く
と
も
五
分
は

か
け
て
準
備
体
操
を
し
ま
し
ょ
う
。

準
備
体
操
は
、
自
分
の
体
調
を
知
る

一
つ
の
目
安
に
な
り
ま
す
。
「
ど
う
も

体
調
が
悪
い
な
し
と
感
じ
た
ら
、
無
理

を
せ
ず
、
し
ば
ら
く
休
み
ま
し
ょ
う
。

準
備
体
操
の
目
的
は
、
関
節
を
は
じ

め
体
全
体
を
柔
ら
か
く
す
る
と
と
も
に

内
臓
機
関
の
働
き
を
高
め
、
「
さ
あ
、

こ
れ
か
ら
水
に
入
る
ぞ
」
と
い
う
心
の

準
備
を
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
心
の

準
備
が
で
き
て
い
な
い
と
体
の
機
能
が

〝
水
の
中
〟
と
い
う
環
髄
の
変
化
に
つ

い
て
い
け
ず
、
心
臓
マ
と
な
ど
の
郵
政

を
起
こ
す
原
因
に
な
り
ま
す
。

水
に
入
る
前
、
シ
ャ
ワ
ー
が
あ
れ
ば

た
っ
ぷ
り
浴
び
、
海
な
ど
で
は
足
、

手
、
飯
、
頭
と
い
っ
た
順
序
で
、
心
願

に
遠
い
と
こ
ろ
か
ら
水
に
つ
け
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

い
き
な
り
水
に
飛
び
込
ん
だ
り
す
る

の
は
危
険
で
す
。
徐
々
に
体
を
水
に
慣

ら
す
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
水
に

入
っ
た
ら
、
し
ば
ら
く
軽
い
泳
ぎ
で
ウ

ォ
ー
ミ
ン
グ
・
ア
ッ
プ
を
し
、
体
が
は

く
れ
、
水
に
慣
れ
て
き
て
か
ら
本
格
的

に
泳
ぎ
ま
し
ょ
う
。

女
の
子
の
場
合
、

ヒ
ラ
と
う
の
フ
リ
ル

の
つ
い
た
水
道
は
思

わ
ぬ
と
こ
ろ
に
ひ
っ

か
け
た
り
し
ま
す

し
、
男
子
の
場
合

も
、
バ
ミ
ュ
ー
ダ
形

式
の
も
の
は
泳
い
で

い
る
途
中
に
下
が
っ

て
き
て
、
足
の
自
由

を
妨
げ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
危
険
で

す。

一
人
で
は
絶
対
に
泳
ぎ
に
行
か
せ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

数
人
の
友
達
グ
ル
ー
プ
か
、
保
護
者

が
同
伴
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

一
人
で
は
、
い
ざ
と
い
う
と
き
助
け

を
求
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

寝
不
足
、
空
腹
、
疲
労
は
水
泳
の
大

敵
で
す
。

海
水
浴
に
出
か
け
る
場
合
、
朝
が
早

い
と
朝
食
抜
き
に
な
り
が
ら
。
朝
食
は

き
ち
ん
と
食
べ
て
か
ら
出
か
け
ま
し
ょ

う
。
お
な
か
ペ
コ
ペ
コ
で
一
目
散
で
海

に
飛
び
込
み
、
心
臓
マ
ヒ
な
ど
を
起
こ

す
子
供
が
多
い
の
で
す
。
た
だ
し
、
食

後
す
ぐ
に
泳
ぐ
の
は
よ
く
あ
り
ま
せ

ん
。
少
な
く
と
も
食
後
2
時
間
た
っ
て

か
ら
泳
ぎ
ま
し
ょ
う
。

ま
た
海
水
浴
の
前
日
は
、
睡
眠
不
足

に
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ

－
つ
e

子
供
の
場
合
、
一
回
の
泳
ぐ
時
間
は

1
5
－
2
0
分
ぐ
ら
い
が
限
度
で
す
。
何
度

も
水
か
ら
上
が
っ
て
泳
ぐ
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

楽
し
い
か
ら
と
、
長
時
間
ダ
ラ
グ
ラ

と
泳
ぐ
の
は
禁
物
。
子
供
は
疲
れ
た
と

い
う
白
光
が
あ
り
ま
せ
ん
。
お
と
な
の

目
か
ら
見
て
元
気
そ
う
に
見
え
て
も
、

一
分
後
に
は
急
に
グ
ツ
タ
リ
と
体
調
に

変
化
を
き
た
す
場
合
が
多
い
の
で
す
。

唇
の
色
、
顔
の
義
博
、
話
し
方
、
態
度

な
ど
に
十
分
注
惑
し
ま
し
ょ
う
。

泳
げ
な
い
子
供
は
、
浅
瀬
で
遊
ぶ
く

ら
い
に
と
ど
め
ま
し
ょ
う
。

友
だ
ち
同
士
の
競
争
で
、
無
理
を
し

て
泳
ぎ
、
大
き
な
部
数
に
つ
な
が
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

最
近
で
は
、
海
水
浴
用
品
の
使
用
に

伴
う
噌
故
も
目
立
ち
ま
す
。

シ
ュ
ノ
ー
ケ
ル
を
使
い
こ
な
せ
ず
溺

れ
た
り
、
浮
輪
や
ゴ
ム
ボ
ー
ト
の
空
気

漏
れ
匠
気
づ
か
す
疎
放
に
遭
っ
た
り
、

水
中
め
が
ね
の
ガ
ラ
ス
が
破
顔
し
た
り

し
て
、
思
わ
ぬ
ケ
ガ
を
す
る
ケ
ー
ス
が

み
ら
れ
ま
す
。

管
内
火
災
・
救
急
件
数

l
月
か
ら
5
月
ま
で

光
三
水
音
芸
昇

畑
一
」
十
十
手

引
車
革
書
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▽　　▽　▽　▽　▽　　▽　◎　▽

料　　肉　薄　対揚　　時　期料
参　象

金　　容　晶　者所　　嗣　日　金

虫生津386番地の3

橋詰　進吾くん

（養親さんの次男）
昭和56年9月19日生

金　　容高著所

▽　　▽▽▽▽　　▽◎
塊　肉馨蒙揚∴時期

旧停（広漠1446番地の8）

吉富由記ちゃん

（馬学さんの長女）
昭和56年11月25日生

私どうにかハイハイがで

きます。でも、おすわりが
できないの。毎日練習をし
ています。それと人見知り

を置きなくちゃね。
お父さん、お母さんをよ

ろしくお願いします。

水巻聖講義集2第梁2㍍価鵠鶉謡う拗輔弗〉諸しくは瑚案内所へ

㈲
備
鰹
衝
簡
蛙
の
無
暗
謬

結
核
レ
ン
ト
ゲ
ン
の

結
果
と
も
れ
者
検
診

◎
結
果
通
知

6
月
に
実
施
し
ま
し
た
検
診
縞
栗
は

1
月
1
2
日
ま
で
に
通
知
の
な
い
人
は
異

常
あ
り
ま
せ
ん
。

異
常
の
あ
る
人
は
通
知
し
ま
す
。

◎
も
れ
者
検
珍

▽
対
象
者
　
5
月
、
6
月
に
実
施
し
た

時
に
受
け
て
い
な
い
人
。

▽
期
　
日
　
1
月
1
7
日
（
土
）

▽
時
　
間

要
構
聾
者
　
9
時
－
9
時
5
0
分

一
般
　
　
1
0
時
～
Ⅱ
時
約
分

1
3
時
5
0
分
－
1
5
時
0
0
分

▽
場
　
所
　
公
民
館
別
館

▽
持
参
晶
　
役
場
か
ら
通
知
の
ハ
ガ
キ

ま
た
は
受
診
券

◎
期
　
日

▽
時
　
間

▽
場
　
所

▽
対
象
者

▽
内
　
容

7
月
2
0
日
（
火
）

1
3
時
0
0
分
～
1
5
時

中
央
公
民
館

妊
産
婦

離
乳
食
料
理
実
習

国
か
ゆ
い
よ
～

虫
な
ど
に
刺
さ
れ
た
と
き

夏
は
山
や
海
に
出
か
け
る
横
会

も
多
く
、
子
根
た
ち
が
夢
中
で
遊

ん
で
い
ろ
間
に
、
虫
な
ど
に
刺
さ

れ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

虫
刺
さ
れ
の
，
応
急
処
置
〟
に

つ
い
て
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

∧
八
千
、
ア
ブ
、
毛
虫
な
ど
に

刺
さ
れ
た
と
き
∨

刺
さ
れ
た
後
に
〝
誌
針
〟
や
毛

が
残
っ
て
い
る

∧
毒
力
な
ど
の
勅
が
つ
い
た
と

き∨
ガ
が
体
に
触
れ
、
粉
や
分
泌
液

が
皮
膚
に
つ
く
と
、
赤
く
は
れ
た

り
、
か
ゆ
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

と
い
っ
て
、
ポ
リ
ポ
リ
か
く
と

よ
け
い
に
赤
く
は
れ
あ
が
り
、
そ

の
手
で
目
に
ぎ
わ
っ
た
り
す
る
と

ま
ぶ
た
ま
で
赤

日間

7
月
1
9
日
（
月
）

9
時
5
0
分
～
1
0
時
0
0
分
ま

で
に
お
い
で
下
さ
い
。

役
場
保
健
室

生
後
0
－
6
カ
月
児

母
子
手
帳

体
重
、
身
長
等
の
側
定
、

離
乳
食
等
の
相
談

無
料

こ
と
が
あ
り
ま

す
。
か
ゆ
い
か

ら
と
い
っ
て
、

す
ぐ
か
い
た
り

し
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
ま
ず
、

ピ
ン
セ
ッ
ト
で

虫
た
ち
の
残
し

く
ほ
れ
て
し
ま

い
ま
す
。

ガ
な
ど
の
粉

や
分
泌
液
に
さ

わ
っ
た
ら
、
す

ぐ
水
な
ど
で
洗

い
流
す
こ
と
。

石
け
ん
を
つ
か

6
月
泌
日
号
の
「
元
気
は
赤
ち
ゃ
ん
」
で
、
苗
場
祐
美
子
ち
ゃ
ん
（
修

・
峰
子
さ
ん
の
次
男
）
と
あ
る
の
は
、
（
修
・
峰
子
さ
ん
の
轟
女
）
の
誤

り
で
す
。
訂
正
し
お
わ
び
申
し
上
げ
ま
す
。

た
も
の
を
取
り
除
い
て
か
ら
ア
ン

モ
ニ
ア
水
を
つ
け
て
お
く
と
よ
い

で
し
ょ
う
。

か
ゆ
み
が
ひ
ど
い
と
き
は
、
抗

ヒ
ス
タ
ミ
ン
軟
こ
う
か
、
副
腎
皮

質
ホ
ル
モ
ン
入
り
軟
こ
う
を
ぬ
っ

て
冷
や
し
ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
、

生
後
一
年
末
満
の
赤
ち
ゃ
ん
の
場

合
は
す
ぐ
医
者
に
診
て
も
ら
っ
て

く
だ
さ
い
。

え
は
な
お
い
い
で
し
ょ
う
。
そ
の

あ
と
に
、
副
腎
皮
質
ホ
ル
モ
ン
入

り
軟
こ
う
を
薄
く
の
は
し
て
ぬ
っ

て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

ガ
の
粉
な
ど
が
目
に
入
っ
た
と

き
は
、
ぬ
る
ま
湯
で
よ
く
洗
い
、

冷
湿
布
し
て
お
き
ま
す
。
充
血
が

ひ
ど
い
と
き
は
、
専
門
医
に
診
て

も
ら
い
ま
し
ょ
う
。
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絵でみる応急手当て

〇日対ロ人工呼吸法○

⑧あお向けに寝かせ、息が
通りやすくする（気道確保）

③口を賎し、脚が沈んで息
が吐き出されるのを確か
〆）る

不要犬の引頂りは、遠賀保健所　（201）4161へどうぞ

子
宮
ガ
　
ン
　
の
予
防
㈲

折
尾
　
田
中
達
掃
人
科
　
田
中
　
壮
介

一
、
伝
染
病
の
予
防
接
種
の
襟
に
、
ガ

ン
を
予
防
す
る
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん

か。
ハ
イ
。
ガ
ン
の
ワ
ク
チ
ン
を
作
っ

て
ガ
ン
を
予
防
し
征
圧
す
る
の
は
良

い
ア
イ
デ
ア
と
思
い
ま
す
。
し
か
し

ガ
ン
の
原
因
が
今
な
お
分
り
ま
せ
ん

の
で
、
ガ
ン
ワ
ク
チ
ン
の
完
成
す
る

の
は
大
分
時
間
が
か
か
る
と
思
い
ま

す。
二
、
で
は
ガ
ン
の
遣
り
方
を
分
り
易
く

説
明
し
て
下
さ
い
。

ハ
イ
。
人
間
の
健
康
な
細
胞
を
ガ

ン
細
胞
に
作
り
か
え
る
未
知
の
物
質

を
発
ガ
ン
物
質
と
云
い
ま
す
が
、
こ

れ
だ
け
で
は
ガ
ン
は
出
来
ま
せ
ん
。

必
ず
ガ
ン
が
で
き
易
い
様
に
加
勢
す

る
物
質
が
必
要
な
ん
で
す
。
身
体
内

に
あ
っ
て
発
ガ
ン
の
手
伝
い
を
す
る

も
の
を
内
因
と
い
い
、
体
外
に
あ
っ

て
、
発
ガ
ン
し
や
す
く
助
勢
す
る
悪

い
環
境
を
外
因
と
云
い
ま
す
。

三
、
千
宮
ガ
ン
の
内
因
は
ど
ん
な
も
の

で
す
か
。

ハ
イ
。
体
質
、
遺
伝
、
ホ
ル
モ

ン
、
免
疫
が
内
因
に
あ
た
る
の
で
す

が
幸
い
に
し
て
子
宮
ガ
ン
に
関
し
て

は
内
因
の
影
響
は
全
く
認
め
ら
れ
ま

せん。

四
、
子
宮
ガ
ン
の
外
因
は
ど
ん
な
も
の

で
す
か
。

前
回
に
は
子
宮
ガ
ン
の
多
発
す
る

悪
い
生
活
条
件
を
統
計
の
上
か
ら
申

し
ま
し
た
が
、
あ
れ
が
子
宮
ガ
ン
の

外
因
に
外
な
り
ま
せ
ん
。
即
ち
身
体

の
不
潔
及
汚
染
、
セ
ッ
ク
ス
の
乱

行
、
性
病
、
等
が
ガ
ン
の
発
生
し
や

す
い
条
件
を
そ
な
え
て
い
る
の
で

す。
五
、
で
は
外
因
を
除
く
こ
と
が
子
宮
ガ

ン
を
予
防
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
か

ハ
イ
。
ま
さ
に
そ
の
通
り
で
す
。

身
体
を
清
潔
に
保
ち
、
結
婚
や
夫
婦

生
活
に
は
節
度
を
守
り
、
夫
は
品
行

方
正
を
旨
と
す
る
こ
と
で
す
。
こ
う

い
う
御
家
庭
の
婦
人
に
は
子
宮
ガ
ン

は
伸
々
発
見
で
き
な
い
こ
と
を
診
鞍

上
に
も
確
認
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り

子
宮
ガ
ン
の
予
防
は
身
近
な
生
活
の

中
に
あ
る
も
の
で
す
。

次
回
1
月
2
5
日
号
か
ら
は
、
「
子
宮

ガ
ン
の
早
期
発
見
法
」
で
す
。

人

　

工

水
に
湯
（
お
ば
）
れ
た
り
、
ガ
ス

中
誌
を
起
こ
す
と
呼
吸
が
止
ま
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

溺
れ
た
人
や
ガ
ス
中
諺
の
恐
れ
の

あ
る
人
を
助
け
た
と
き
は
、
ま
ず
、

心
臓
の
働
き
や
呼
吸
を
確
か
め
ま
し

よ
、
つ
o

呼
吸
を
し
て
い
る
か
、
し
て
い
な

い
か
ば
、
そ
の
人
の
弁
・
口
元
に
類

（
ほ
お
）
や
耳
を
近
づ
け
て
吐
く
息

を
調
べ
る
か
、
あ
お
向
け
に
し
た
と

き
の
脚
の
動
き
を
見
る
と
分
か
り
ま

す。
心
臓
は
捌
い
て
い
て
も
、
吐
く
息

が
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
り
胸
が
上
下

し
て
い
な
い
と
き
は
、
呼
吸
が
止
ま

っ
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
す
ぐ
人
工

呼
吸
を
始
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
人
工
呼
吸
に
は
い
ろ
い
ろ
な
方

呼

　

吸

法
が
あ
り
ま
す
が
、
器
具
な
ど
を
使

わ
ず
だ
れ
に
も
で
き
て
、
し
か
も
確

実
な
方
法
は
「
口
対
ロ
人
工
呼
吸

法
」
で
す
。

人
工
呼
吸
は
一
刻
を
争
い
ま
す
。

正
し
く
順
序
よ
く
、
落
ち
着
い
て
で

き
る
よ
う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

＜
口
対
ロ
人
工
呼
吸
法
∨

①
　
ま
ず
衣
服
を
ゆ
る
め
て
あ
お
向

け
に
寝
か
せ
ま
す
。

次
に
、
吹
き
込
む
息
が
通
り
や
す

い
よ
う
、
患
者
の
首
の
後
ろ
に
手
を

当
て
て
頭
を
そ
ら
せ
、
の
ど
を
英
っ

す
ぐ
に
し
ま
す
。
こ
れ
を
気
道
磁
極

と
い
い
ま
す
。
口
を
閉
じ
た
ま
ま
の

と
き
は
口
を
閃
か
せ
ま
す
。

⑧
　
深
く
息
を
吸
い
、
口
を
大
き
く

開
い
て
患
者
の
口
の
周
り
に
ぴ
っ
た

り
つ
け
、
鼻
を
つ
ま
ん
で
息
が
漏
れ

な
い
よ
う
注
意
し
て
吹
き
込
み
ま
す

患
者
の
顔
が
小
さ
く
口
だ
け
を
合
わ

せ
に
く
い
場
合
は
、
鬼
も
一
緒
に
口

で
お
お
い
、
口
と
塊
の
両
方
か
ら
胸

が
ふ
く
ら
む
ま
で
、
息
を
吹
き
込
み

ます。
③
　
患
者
の
胸
が
ふ
く
ら
ん
で
き
た

ら
口
を
離
し
、
胸
が
沈
ん
で
息
が
吐

き
出
さ
れ
る
の
を
確
か
め
ま
す
。

初
め
の
四
～
五
回
は
早
く
、
ま
た

強
く
息
を
吹
き
込
み
、
そ
の
後
は
五

秒
に
一
回
ぐ
ら
い
の
割
合
で
行
い
ま

す
。
子
供
の
場
合
は
、
回
数
を
心
も

ち
多
く
し
、
吹
き
込
む
息
は
弱
く
し

ま
し
ょ
う
。

患
者
が
自
発
的
に
呼
吸
し
始
め
た

ら
、
そ
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
回
復
は
間
近
で
す
。

◇
　
　
◇

息
が
吹
き
込
み
に
く
い
と
き
は
、

ロ
や
の
ど
に
何
か
つ
ま
っ
て
い
な
い

か
、
気
道
確
保
が
十
分
に
行
わ
れ
て

い
る
か
ど
う
か
を
確
か
め
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
直
接
口
を
つ
け
る
の
か

た
め
ら
わ
れ
る

と
き
は
、
ガ
ー
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美しい遠賀町は町民の誇りです。ゴミ不法投棄はやめましょう

寸
剣
「
お
、
願
　
い
′
空
ガ
ン
は
家
、
羊
で
ご
二
輔
に

古
特
一
　
　
　
望
溌
撥
謹
都
防
欝
策
統
一
謀
　
※
！
葵
鱒
滝
i
日
豊
用
語

今
、
あ
な
た
が
捨
て
た
主
力
ン

回
収
さ
れ
な
い
ま
ま
だ
と

も
と
の
土
に
戻
る
ま
で

ス
チ
ー
ル
カ
ン
で
州
毎
、
デ
ル
ミ
カ

ン
だ
と
、
な
ん
と
、
馴
年
も
か
か
っ纏

空
　
カ
　
ン
　
の
　
ど
ポ
　
イ

美
し
い
ふ
る
里
と
自
然
を
守
る
た
め

「
重
力
ン
を
投
げ
捨
て
な
い
で
…
…
L

I
九
州
・
山
口
各
県
か
ら
の
お
願

いです。　－

こ
の
よ
う
な
お
願
い
を
ラ
ジ
オ
で
聞

か
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

近
年
に
お
け
る
空
ガ
ン
の
散
乱
は
目

に
余
る
も
の
が
あ
り
、
環
境
の
美
化
を

掴
な
う
ば
か
り
で
な
く
、
清
掃
行
政
に

も
支
韓
を
も
た
ら
す
社
会
的
問
題
と
な

っ
て
き
た
た
め
、
九
州
・
山
口
の
各
県

で
一
斉
に
空
き
か
ん
散
乱
防
止
統
一
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

私
達
消
費
者
み
ん
な
の
協
力
で
美
し

い
河
川
や
道
路
化
し
ま
し
ょ
う
。

捨
　
て
〟
は

生

か

し

ま

せ

ん

か

あ
な
た
の
家
の
資
源
ゴ
ミ
を

貴
重
な
資
源
　
の
無
駄
遣
　
い

お
金
を
捨
て
る
人
は
ま
ず
い
な
い
で

し
ょ
う
が
、
空
カ
ン
と
な
る
と
、
ど
う

も
ポ
イ
と
簡
単
に
捨
て
る
人
が
ま
だ
ま

だ
多
い
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
空
カ
ン
も
い
ま
や
お
金
と

同
じ
よ
う
に
貴
重
な
物
で
す
。
特
に
ア

ル
ミ
カ
ン
は
省
資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
つ
な
が
る
価
値
あ
る
資
源
と
い
え
ま

す。

ア
ル
ミ
カ
ン
は
再
生
が
簡
単
に
で
き

る
の
で
、
再
生
の
場
合
は
新
た
に
地
金

を
製
造
す
る
と
き
に
比
べ
て
、
2
7
分
の

1
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
済
む
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
′
価
値
あ
る
資
源
〟
　
の

ポ
イ
捨
て
は
や
め
て
回
収
ル
ー
ト
に
乗

せ
る
と
と
も
に
、
諒
暁
の
美
化
に
努
め

た
い
も
の
で
す
。

遠
賀
町
で
収
集
さ
れ
た
ゴ
ミ
は
、
遠

賀
郡
ゴ
ミ
処
理
場
（
芦
屋
山
鹿
）
で
、

も
え
る
．
コ
ミ
は
焼
却
し
、
ま
た
も
え
な

い
．
コ
ミ
は
埋
め
立
て
に
使
わ
れ
て
い
ま

す。
し
か
し
、
こ
の
．
コ
ミ
の
中
に
は
資
源

と
な
る
も
の
が
た
く
さ
ん
出
さ
れ
て
い

る
の
に
は
簸
き
ま
し
た
。

例
え
ば
、
再
使
用
の
で
き
る
ピ
ー
ル

・
し
ょ
う
ゆ
・
コ
ー
ラ
等
の
空
ピ
ン
、

ち
り
紙
に
な
る
古
新
聞
や
雑
誌
類
等
で

す。

台
所
を
は
じ
め
と
し
て
、
毎
日
必
ず

出
る
ゴ
、
ぐ
。
こ
れ
を
、
分
別
し
た
り
、

自
己
処
理
し
た
り
す
る
の
は
、
面
倒
な

こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
捨
て
る
前

に
も
う
一
度
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
そ

の
ゴ
ミ
は
資
疎
化
で
き
ま
せ
ん
か
？
自

己
処
理
の
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
あ

な
た
の
手
が
税
金
の
節
約
や
、
地
域
の

活
動
を
支
え
る
第
一
歩
な
の
で
す
。

子
供
会
の
活
動
に

生
か
さ
れ
ま
す

町
内
の
子
供
会
の
中
に
は
廃
品

回
収
を
し
て
そ
の
売
上
金
で
、
ユ

ニ
ホ
ー
ム
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
の
用
具
を
買
っ
て
子

供
会
の
活
動
に
生
か
し
て
い
る
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
自
分
達
自
身

が
、
リ
ヤ
カ
ー
を
引
き
、
汗
を
流

し
て
回
収
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

お
金
の
大
切
さ
物
の
大
切
さ
を
感

じ
と
ろ
寅
重
な
経
験
を
し
、
ま
た

み
ん
な
で
協
力
し
て
行
う
こ
と
も

人
間
蛙
を
襲
う
う
え
で
、
大
き
な

効
果
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

廃
品
回
収
を
行
っ
て
い
る
子
供
会

若
松
（
年
3
回
）
、
別
府
（
奇
数
月

の
第
4
日
曜
日
）
、
松
の
木
（
年
3
回

5
月
、
9
月
、
3
月
）
、
新
町
（
4

月
、
8
月
、
1
0
月
の
第
4
日
曜
日
）
、

旧
停
（
n
月
）
、
広
漠
（
年
4
回
、
4

月
、
7
月
、
9
月
、
日
月
）
、
中
央

（
年
3
回
、
5
月
、
8
月
、
1
2
月
）
、

上
別
府
（
年
2
回
、
6
月
、
1
2
月
）
、

若
葉
台
（
5
月
か
ら
回
数
未
定
）
、
芙

蓉
（
年
2
回
）
、
西
町
（
毎
月
第
3
日

曜
日
）
、
東
和
苑
（
年
2
回
）
、
諸
員

（
小
学
校
P
T
A
で
8
月
）

計
百
中
の
子
供
会

鬼
津
、
尾
崎
、
遠
賀
川
、
島
津

こ
の
よ
う
に
多
く
の
子
供
会
が
、
子

喋
会
育
成
会
の
関
係
者
の
見
守
る
申
、

魔
品
回
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。
み
な
さ

ん
の
家
庭
の
中
で
生
ま
れ
ろ
再
資
源
ゴ

ミ
は
、
す
て
て
し
ま
わ
な
い
で
、
し
ば

ら
く
倉
庫
や
車
庫
の
角
に
置
い
て
お
い

て
下
さ
い
。
そ
し
て
子
供
会
が
廃
品
回

収
を
行
う
時
（
函
前
に
回
斑
板
や
有
線

放
送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
）
に
出
し
て

下
さ
い
。
「
御
鶴
カ
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
」
と
汗
を
流
し
な
が
ら
い
っ
し

ょ
う
け
ん
め
い
回
収
す
る
子
供
達
の
明

る
い
声
が
返
っ
て
き
ま
す
。

あ
な
た
の
家
の
不
要
品
も
こ
の
よ
う

に
地
域
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
の
で

す。
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7月下期の遠賀町主要行事
日 �聴 �行革内容i時　間 ��難会場i担当課名 ��目的及び主な対象等i詳細 

15 �木 �帝　大　学中一15：00 ��中央公民館 �社会教育課 �寿大学生　！ 

17 �土 �婦人リーダー研修中：09－16‥0 ��馳民鎮圧会教醐 ��子供会育成会、PTA、婦 人会、母子会 �下　　段 
績核レ誌品ン検診函＝鵠 ��公卿館匡民諒 ��韻月難分でのもれ者幸一ジ 

18 �臼 �休職　水　泳　大　会 �9；00・－ �遠賀中学坤社会教育課 ��町内在轄　l 

繋撃噸法大会i9：30－ ��：「∴∴・・ ��町瀾貝　I 

19 �月 �乳　児　相　中30－10：30 ��役場保鰹i住民課 ��生後0－6カ月児l二二 

20 �火 �妊　婦　相　中30－15‥00 ��中央公民館 �住　民　課 �妊産婦のための瀬指導上－ジ 
定例教育委貝会巨00～ ��教育長室1学務課 �� �i 

21 23 �水 �臥スポーツ教室中一15：3 ��勤労者 体育センター �社会教育課 �町内在住婦人 � 
少管欝輪会巨0－21：30 ��中央公輔車会教鞭 ��各地区体育酸　l 

i 金 �：‾：∴「：∴「・＝・い・∴い ��公民館別館 �福　祉　課 �弁護士が相談に応じます。 �3ページ 

前職者スポーツ教室 � �醗ンタ」社会教育課 ��、町内在住00歳以上の人【 

27 �火 �妊　婦　相　談中一 ��役場保艦i住民課 ��駕繁駁付　　幸一ジ 

28 �水 �婦人二二二重中一15：30 ��轢ンタ」社会教育課 ��醐在住婦人　i 

k l �土 （ 日 �親と子のキャンプ中00－ ��拶鷲別社会教育課 び周辺旗揚i ��護羅董二籠卑下段 

キ
ャ
ン
プ
が
好
き
な
子
集
ま
れ

親
と
子
の
キ
ャ
ン
プ
大
会
を
開
き
ま
す

▽
主
　
脳
　
教
脊
委
員
会
・
子
供
会

育
成
会
連
絡
協
議
会

▽
朔
　
日
　
7
月
3
1
日
～
8
月
1
日

▽
会
　
場
　
遠
賀
勤
労
者
体
育
セ
ン

タ
ー
及
び
体
甫
セ
ン
タ
ー

周
辺
広
場

▽
対
　
象
　
町
内
に
居
住
す
る
大
人

と
子
供
（
小
学
校
4
年
生

～
中
学
2
年
生
ま
で
）

▽
日
　
程

〇
第
1
日
目
（
1
月
3
1
日
）

1
4
時
－
2
0
時
（
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
、
テ
ン
ト
設
営
、
夕
べ

の
集
い
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ

ー等）
〇
第
2
日
目
（
8
月
l
日
）

6
時
～
日
時
4
5
分
（
朝
の
集
い

レ

ク

リ

エ

ー

シ

ョ

ン

、

テ

ン

ト

撤
収
等
）

▽
参
加
費
　
1
人
　
五
百
円
（
食
糧

代）

▽
申
込
み
及
び
間
合
先

7
月
2
0
日
（
火
）
ま
で
に

地
区
こ
と
に
申
込
蕾
に
参

加
賞
を
添
え
て
、
教
育
蛮

風
会
社
会
教
育
課
へ
。

健
全
な
家
庭
作
り
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う

婦
人
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
の
開
催

▽
主
　
催

▽
期
　
日

▽
賜
∴
所

∇
対
　
象

▽
テ
ー
マ

背
少
年
育
成
町
民
会
議

昭
和
5
7
年
1
月
1
7
日
（
土
）

9
～
1
6
時

中
央
公
民
館

子
供
会
育
成
会
・
P
T

A
・
婦
人
会
・
母
子
会

「
健
全
な
家
庭
作
り
の

た
め
の
、
学
習
と
実
践
活

動
の
在
り
方
を
考
え
る
」

▽
討
議
の
柱

①
腎
少
年
の
健
全
育
成
の
た
め
の

婦
人
の
果
す
役
割

②
知
育
偏
重
、
親
の
過
剰
な
期
待

が
も
た
ら
す
も
の
。

⑧
非
行
防
止
と
地
域
環
暁
の
浄

化。


